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河　

村　

和　

子

意
匠
紋
彫
師

い 

し
ょ
う
も
ん 

ほ
り上

京
区
堀
川
通
寺
之
内
下
る
竹
屋
町

　
昔
か
ら
意
匠
紋
紙
が
な
か
っ
た
ら
織
物
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　
最
初
に
、
図
案
の
描
か
れ
た
正し

ょ
う

絵え

を
織
物
の
設
計
図
で
あ
る
紋
図
に
し
ま
す
。

紋
彫
と
い
う
仕
事
は
、
こ
の
紋
図
を
見
な
が
ら
、
ピ
ア
ノ
マ
シ
ン
と
呼
ぶ
装
置
で

柄
や
紋
様
を
つ
く
る
穴
を
紋
紙
と
い
う
パ
ン
チ
カ
ー
ド
に
穴
を
開
け
、
経た

て

糸い
と

の
上

が
り
下
が
り
や
緯よ

こ

糸い
と

の
打
ち
込
み
順
を
情
報
と
し
て
打
刻
し
て
い
く
も
の
で
す
。

こ
の
紋
紙
を
ジ
ャ
カ
ー
ド
に
掛
け
て
、織
物
が
織
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
父
が
紋
彫
を
創
業
し
た
の
は
大
正
十
一
年
で
、
一
本
一
本
打
ち
込
ん
で
穴
を
開

け
る「
台だ

い

彫ほ
り

」が
技
術
革
新
に
よ
り
ピ
ア
ノ
マ
シ
ン
に
な
っ
た
頃
で
し
た
。そ
の
後
、

私
が
十
九
歳
の
と
き
に
父
が
急
逝
し
、家
業
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、

　
西
陣
織
の
手
機
部
門
の
丸
帯
や
袋
帯
の
た
め
の
「
紋
彫
」
を
正
確
に
こ
な
す
河
村
和

子
さ
ん
は
、
京
都
市
伝
統
産
業
技
術
功
労
者
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
平
成

十
三
年
に
は
叙
勲
を
受
章
さ
れ
る
な
ど
高
い
評
価
を
得
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
京
の

伝
統
産
業
春
秋
会
会
長
や
西
陣
意
匠
紋
紙
工
業
協
同
組
合
理
事
長
を
女
性
で
初
め
て
務

め
ら
れ
、
西
陣
織
業
界
を
は
じ
め
と
す
る
伝
統
産
業
の
振
興
に
力
を
注
が
れ
て
い
ま
す
。

歳
末
の
ひ
と
と
き
、
西
陣
意
匠
紋
紙
工
業
協
同
組
合
の
会
館
で
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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河　

村　

和　

子

意
匠
紋
彫
師

い 

し
ょ
う
も
ん 

ほ
り上

京
区
堀
川
通
寺
之
内
下
る
竹
屋
町

紋
彫
は
私
以
外
全
員
男
性
で
苦
労

も
し
ま
し
た
が
、
小
さ
な
妹
た
ち

が
い
た
の
で
、
頑
張
っ
て
仕
事
に

打
ち
込
み
ま
し
た
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
時
代
に

な
っ
て
か
ら
は
、
さ
ら
に
技
術
革

新
が
進
み
、
紋
紙
を
使
わ
ず
に
、

紋
図
を
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
読
み
取
っ
て
、
そ
の
情
報
を
フ
ロ
ッ
ピ
ー

デ
ィ
ス
ク
に
入
れ
、
織
機
に
掛
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
意
匠
紋
紙
の
業
界
も
最
盛
期
に
は
二
百
三
十
軒
余
り
あ
り
ま

し
た
が
、
和
装
業
界
全
体
が
厳
し
く
な
る
中
で
、
徐
々
に
減
っ
て
、

今
で
は
五
十
軒
前
後
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ア
ノ
マ
シ
ン
を
使
う

紋
彫
は
わ
ず
か
三
人
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
は
若
い
人
た
ち
に
ぜ

ひ
と
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
修
学
旅
行
の
生
徒

さ
ん
や
体
験
学
習
で
来
ら
れ
る
方
に
は
紋
彫
の
実
演
を
行
っ
て
い

ま
す
し
、
三
年
前
に
は
、
組
合
創
立
七
十
周
年
を
記
念
し
て
、
若

い
職
人
さ
ん
を
育
て
て
い
く
た
め
に
「
西
陣
の
紋
を
つ
く
る
」
と

い
う
教
本
を
発
刊
す
る
作
業
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
仕
事
の
合
間
に
は
、
生
け
花
や
お
茶
を
た
し
な
み
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
先
人
が
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
伝
統
を
未
来
へ
と
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
が
、
自
分
の
大
切
な
役
割
で
あ
る
と
い
う
思
い
で

す
。

意匠紋彫　河村和子

紋意匠　伊藤　孝

帯地手織　藤原弘子
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冷
泉
家
二
十
代
冷
泉
為た
め

理た
だ

（
一
八
二
四
─
一
八
八
五
）は
、江
戸
時

代
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
人
。彼
は
、ほ

と
ん
ど
全
生
涯
に
わ
た
る
日
記
を
遺
し

た
。

　

時
代
が
明
治
に
移
る
十
三
年
前
、
嘉

永
七
年
（
一
八
五
四
）、
こ
の
年
十
一

月
に
は
改
元
さ
れ
安
政
と
な
っ
た
年
の

四
月
六
日
、
御
所
か
ら
出
火
し
た
火
事

は
燃
え
広
が
り
、
旧
院
御
所
、
禁
裏
御

所
、
准じ
ゅ

后ご
う

殿で
ん

を
は
じ
め
「
上
は
寺
ノ
内

あ
た
り
、
西
は
千
本
、
下
は
椹
木
町
ま

で
」を
焼
い
た
。
現
在
の
京
都
御
所
は
、

こ
の
火
事
で
焼
失
の
翌
年
、
安
政
二
年

に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
日
の
為
理
の
日
記
を
見
て
み
よ

う
。
現
在
の
暦
で
い
え
ば
、
五
月
上
旬

頃
に
当
る
こ
の
日
は
晴
れ
て
い
た
。

　

午
刻
（
昼
の
十
二
時
）
を
少
し
下
り
、

机
に
居
て
ふ
と
南
の
方
を
見
る
に
、
墨

色
の
ご
と
き
煙
、
は
な
は
だ
し
く
盛
ん

に
立
ち
昇
り
、
旋
風
（
つ
む
じ
風
）
激

し
く
、乾い
ぬ
い

（
北
西
）
の
方
に
う
ち
靡な
び

く
。

　

失
火
と
心
得
る
に
、鐘
も
聞
こ
え
ず
、

ま
た
内
外
は
な
は
だ
静
謐ひ
つ

（
静
か
な
こ

と
）、人
声
も
聞
こ
え
ず
。し
か
し
近
火
に

は
相
違
な
し
と
、家け
い

司し

義
雅
に
命
じ
、「
そ

の
火
元
を
高
見
よ

り
見
る
べ
く
」申

す
に
、し
ば
ら
く

し
て
、顔
色
変
え

来
た
り
て
、「
旧
院

北
御
隣
、当
時
敏と
き
の

宮
（
有
名
な
皇
女

和
宮
の
異
母
姉
）

の
御
住
所
の
芝
御

殿
（
女
院
御
所

の
こ
と
）」の
由
申

す
。

　

余
（
為
理
が
自

分
の
こ
と
を
示
し

て
言
っ
て
い
る
）驚
き
、早
速
衣
冠
を

着
し
（
そ
の
ま
ま
飛
び
出
さ
ず
、こ
こ

で
衣
冠
を
着
す
る
と
こ
ろ
が
公
家
ら
し

い
）、懸か
け

緒お

元も
と

結ゆ
い

（
冠
の
結
び
ひ
も
は
こ

よ
り
）で
、太
刀
を
持
ち
義
雅
に
申
す
。

　
「
火
盛
ん
の
様
子
、
自
然
大
火
に
相

成
る
節
は
、
皮か
わ

笈お
い

（
皮
で
作
っ
た
背
負

い
箱
。
非
常
時
に
は
大
切
な
物
を
入
れ

て
持
ち
出
す
た
め
の
も
の
）
は
も
ち
ろ

ん
、文
庫
初
め
、蔵
々
堅
固
の
用
意
（
文

庫
を
初
め
各
蔵
の
扉
を
閉
め
、
土
で
目

T
h

e R
eizei F

am
ily an

d
 K

yoto
 Im

p
erial P

alace

（
其
の
三
）

冷
泉
貴
実
子

公
益
財
団
法
人
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

常
務
理
事

現在の御車寄
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張
り
を
し
、
中
に
火
が
入
ら
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
）、
家
内
無
事
立
ち
退
く

べ
き
等
」
を
荒
々
令
じ
、馳は

せ
参さ
ん

内だ
い（
御

所
に
上
が
る
）
す
る
。

　

そ
の
頃
、（
御
所
の
）乾
門
の
内
、行
き

違
い
の
人
、市
の
如
く
（
多
く
の
人
が

い
る
）。煙
ま
す
ま
す
盛
ん
の
色
な
り
。

　

例
の
参
内
の
御
門
前
（
公
卿
門
）に

て
、下し
も

よ
り

綾
小
路
三

位
、馳
せ
参

じ
来
ら
れ
、

「
た
だ
今
南な

殿で
ん

へ
火
移
り

候そ
う
ろ
う

」旨
申
さ

る
。
早
々
、

車
寄
せ
昇

殿
（
車
寄
せ

よ
り
昇
殿
し

た
）。（
連
れ

て
来
た
）家け

来ら
い

う
ち
捨

て
（
そ
こ
に

ほ
っ
た
ら
か

し
）の
催
し

な
り
。

　

廊
下
を
行

く
に
、
何な
に

様さ
ま

（
と
に
か
く
）

南
殿
半
ば
焼
亡
、
黒
雲
の
ご
と
き
煙
の

内
に
、
紅
の
火
炎
、
火
炎
と
し
て
書
く

に
も
書
け
ず
、
言
う
に
も
言
え
ず
、
誠

に
恐
れ
入
る
事
な
り
。

　

煙
の
上
、鳥
飛
ぶ
。
胸
白
き
鳥
な
り
。

大
火
に
は
必
ず
こ
の
鳥
出
る
と
云う
ん

々ぬ
ん

。

　

何
分
に
も
上
（
帝
）
の
処
、
甚
だ
御

案
じ
申
し
上
げ
、
奥
へ
馳
せ
行
く
に
、

申も
う
し

沙ざ

汰た

の
間
（
御
所
の
部
屋
の
名
前
）

辺あ
た

り
、
廊
下
南
を
見
る
に
、
御ご

拝は
い

道み
ち

は

早
く
煙
来
る
。
火
の
足
速す
み
や

か
な
り
。

　

近
習
番
所
（
公
卿
が
交
替
で
詰
め
る

部
屋
）
へ
行
く
に
、
南
の
御
物も
の

置お
き

軒
口

に
火
移
り
、
番
所
屋
根
ま
で
も
火
来
た

る
な
り
。
身
暑
し
。
し
か
り
と
い
へ
ど

も
火
の
粉
は
見
え
ず
、焼
音
聞
こ
え
ず
、

不
審
の
火
な
り
。

　

と
て
も
叶か

な
わ

ず
と
、
御
内
儀
（
奥
向

き
）
へ
皆
々
参
ず
。「
し
ば
ら
く
の
間

（
ち
ょ
っ
と
の
間
）
も
早
く
御
立
退
き

し
か
る
べ
し
」
と
口
々
申
す
。
夢
中
。

各
顔
、
人
の
色
を
失
ふ
。
各
太
刀
を
腰

に
さ
す
。

　
（
帝
の
）
御
立
退
き
の
御
輿こ
し

、
戸
障

子
御
襖ふ

す
ま

う
ち
く
だ
く
ば
か
り
、
跡
も
何

も
構か
ま

は
ず
、
申さ
る

の
口
（
西
南
の
入
口
）

ま
で
持
ち
行
く
。
女
房
甚
だ
混
雑
。
儀

の
間
も
こ
れ
無
し
（
女
房
達
は
決
ま
っ

た
手
順
を
踏
む
間
も
な
い
）。

　

火
の
追
ひ
来
た
る
事
、
矢
よ
り
も
早

し
。
時
節
来
た
る
と
観
念
。

　

内な
い

侍し

所ど
こ
ろ

（
三
種
の
神
器
の
一
つ
、
鏡

を
安
置
す
る
所
）
第
一
に
火
飛
び
焼
亡

す
る
。
程
よ
く
、
御
滞と
ど
こ
お

り
な
く
御
立
退

き
出
来
る
。
剱け
ん

璽じ

同
上
（
三
種
の
神
器

の
剣
と
玉
も
御
立
退
く
）。

　

こ
の
間
、
主
上
（
帝
）
を
五
六
の
輩や
か
ら

を
し
て「
早
く

く
」と
申
し
、御お
ん

衣ぞ（
帝

の
衣
服
）
を
引
く
ご
と
く
、
つ
れ
ま
し

来
た
る
所
へ
、
表お

も
て

使づ
か
い

出い

で
来
た
り
「
非

常
御
用
意
の
御
輿
、
御
服ふ
く

所じ
ょ

（
御
所
の

場
所
の
名
）
に
用
意
こ
れ
有
り
」
と
。

「
た
だ
今
待
ち
来
た
る
に
及
ば
ず
。」
旨

申
し
、
早
々
御
服
所
へ
出し
ゅ
つ

御ぎ
ょ

（
帝
は
御

服
所
へ
出
ら
れ
た
）。
仕し

丁ち
ょ
う

（
輿
を
か

く
人
）
各
廻
り
居
る
（
回
っ
て
来
て
い

る
）。
速
や
か
な
こ
と
な
り
。

　

御
服
所
に
於
て
、（
帝
は
）
御
輿
に

召
さ
れ
、
先
々
こ
の
上
は
安
心
。
各
供ぐ

奉ぶ

御
立
退
き
。（
次
号
へ
続
く
）

嘉永大火火災図（京都市歴史資料館蔵）
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御
土
居
と
河
原
町

　

河
原
町
通
と
い
う
と
三
条
・
四
条
間

の
繁
華
街
を
つ
い
思
い
出
し
ま
す
が
、現

在
で
は
、北
端
を
鴨
川
に
架
か
る
葵
橋
に

始
ま
り
、そ
の
先
は
新
し
い
下
鴨
本
通

に
続
き
、南
は
十
条
通
の
陶
化
橋
に
至
る

六
・
六
キ
ロ
に
な
り
ま
す
。河
原
町
通
は

今
も
広
小
路
通
あ
た
り
に
残
る
御お

土ど

居い

の
位
置
か
ら
見
て
、そ
の
外
側
の
鴨
川
と

の
間
に
開
か
れ
た
道
路
な
の
で
す
。

　

御
土
居
は
桃
山
時
代
に
豊
臣
秀
吉
が

天
下
統
一
を
成
し
遂
げ
、京
都
の
市
街

地
改
造
の
一
つ
と

し
て
天
正
十
九

年
（
一
五
九
一
）

か
ら
、鴨
川
と
紙

屋
川
の
内
側
の
堤

防
を
活
用
し
て
、

北
は
鷹
ヶ
峯
、南

は
九
条
を
囲
む
総

延
長
二
二
・
五
キ

ロ
に
及
ぶ
土
堤

で
、洛
中
の
水
害

と
軍
事
的
防
禦
を
目
的
と
し
て
築
か
れ

ま
し
た
。さ
ら
に
東
側
の
御
土
居
に
沿
っ

た
内
側
に
寺
院
を
集
め
、平
安
京
の
東
京

極
大
路
が
寺
町
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。そ
の
後
、鴨
川
の
治
水
に
よ
っ

て
御
土
居
の
外
側
が
開
発
さ
れ
る
と
、鴨

川
沿
い
の
御
土
居
も
崩
さ
れ
、狭
ば
め
ら

れ
た
鴨
川
の
河
川
敷
に
新
地
が
開
か
れ

ま
す
。河
原
町
を
は
じ
め
、土
手
町
、西さ
い

石せ

垣き

な
ど
の
通
り
名
が
生
ま
れ
た
の
は
、こ

れ
に
よ
る
の
で
す
。さ
ら
に
慶
長
十
六
年

（
一
六
一
一
）、角
倉
了
以
に
よ
っ
て
計
画

さ
れ
た
運
河
は
浅
い
川
床
の
た
め
に
、平

底
の
高
瀬
舟
を
通
し
た
の
で
高
瀬
川
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、運
搬
し
た
材
木

商
が
集
ま
る
と
、木
屋
町
の
名
が
生
ま
れ

ま
し
た
。寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）に
鴨

川
の
大
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
新
堤
が

完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、御
土
居
と
鴨
川

の
間
に
新
道
と
市
街
地
が
開
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
作
製
の

『
洛
中
絵
図
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
で

は
御
土
居
の
外
側
が
描
か
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、『
寛
永
以
後
万
治
以
前
京
都
全

図
』
で
は
御
土
居
の
外
側
に
荒
神
口
か

ら
丸
太
町
ま
で
の
間
に
「
河
原
町
」
と

あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
川
東
へ
通
じ
る

荒
神
橋
を
基
点
と
し
て
、
東
海
道
の
入

口
で
あ
る
三
条
通
か
ら
南
へ
、
旧
五
条 葵橋

上京の史蹟　その 26

河 原 町 通

おおじ こうじおおじ こうじ

か　   　わら　  　 まち　  　どおり
（上）

診察時間　午前9時～12時
　　　　　午後4時半～7時半

祝休診

日×
×

土
○×

金
○
○

木×
×

水
○
○

火
○
○

月
○
○

午前
午後
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通
で
あ
っ
た
松
原
通
あ
た
り
ま
で
延
び

て
行
っ
た
よ
う
で
す
。

広
い
河
原
町
通
の
誕
生

　

河
原
町
通
は
明
治
か
ら
大
正
時
代
に

至
る
ま
で
、
周
近
に
残
存
し
て
い
る
よ

う
な
幅
の
狭
い
道
で
あ
っ
た
と
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
明
治
二
十
八
年
に
は
平

安
遷
都
千
百
年
を
祝
し
、
岡
崎
の
地
で

第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
が
開
催
さ
れ

る
に
あ
た
り
、
輸
送
手
段
と
博
覧
会
の

目
玉
と
し
て
伏
見
京
橋
か
ら
竹
田
街

道
・
木
屋
町
通
・
二
条
通
を
経
て
会
場

ま
で
日
本
最
初
の
営
業
用
電
車
を
走
ら

せ
ま
し
た
。
京
都
電
気
鉄
道
株
式
会
社

が
、
一
〇
六
八
ミ
リ
幅
の
狭
軌
で
開
業

し
、
そ
の
年
の
う
ち
に
木
屋
町
二
条
か

ら
寺
町
通
を
経
て
、
丸
太
町
通
を
西

へ
と
延
長
し
ま
す
。
つ
づ
い
て
明
治

三
十
四
年
に
は
寺
町
丸
太
町
か
ら
寺
町

通
を
北
へ
、
出
町
（
青
龍
町
）
ま
で
単

線
で
営
業
を
始
め
、
全
市
へ
と
路
線
を

広
げ
て
行
く
の
で
す
。

　

明
治
四
十
五
年
、
道
路
を
拡
張
し
た

烏
丸
通
や
四
条
通
な
ど
で
京
都
市
が

一
四
三
五
ミ
リ
の
広
軌
（
標
準
軌
間
）

の
電
車
を
営
業
開
始
し
ま
す
。
や
が
て

大
正
七
年
に
は
、
京
都
電
鉄
は
京
都
市

電
に
併
合
さ
れ
て
広
軌
化
が
進
め
ら
れ

て
行
き
ま
す
。
大
正
末
年
か
ら
昭
和
の

初
め
に
か
け
て
、
昭
和
の
御
大
典
を
前

に
木
屋
町
・
寺
町
線
を
一
本
化
し
、
河

原
町
通
を
拡
張
し
て
広
軌
の
市
電
を
通

す
こ
と
を
計
画
し
ま
し
た
。
ま
ず
大
正

十
三
年
十
月
一
日
に
今
出
川
〜
丸
太
町

間
が
開
通
し
た
の
を
皮
切
り
に
南
進
し
、

昭
和
四
年
ま
で
に
塩
小
路
ま
で
全
線
開

通
し
、
西
か
ら
広
軌
で
建
設
さ
れ
て
き

た
今
出
川
線
と
つ
な
が
り
、
幹
線
と
し

て
の
河
原
町
線
が
形
成
さ
れ
る
の
で
す
。

出
町
界
隈

　

出
町
は
大
原
口
か
ら
洛
外
へ
出
る
と

こ
ろ
と
い
う
地
名
で
、
古
来
か
ら
の
交

易
の
場
で
し
た
。
そ
れ
は
今
も
変
り
な

く
、
鯖
街
道
の
終
着
点
で
も
あ
り
、
桝

形
の
名
も
御
土
居
の
出
入
口
を
意
味
し

ま
す
。
そ
の
繁
栄
ぶ
り
は
、
寺
町
線
の

京
電
が
乗
り
入
れ
て
い
た
こ
と
で
も
わ

か
り
ま
す
。

　

大
正
十
四
年
に
は
対
岸
の
田
中
上
柳

町
か
ら
八
瀬
間
に
京
福
電
鉄
の
叡
山
線

が
開
通
し
、
両
方
の
地
名
を
つ
け
た
出

町
柳
駅
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
高
野
川
流
域
の
洛
北
地
域
と
の
交
通

路
が
整
備
さ
れ
、
鴨
川
を
ま
た
ぐ
出
町

橋
を
挟
ん
で
商
店
街
が
で
き
上
が
り
ま

し
た
。
高
野
川
と
賀
茂
川
の
合
流
点
は

今
よ
り
も
北
で
、
今
の
出
町
橋
と
河
合

橋
の
と
こ
ろ
ま
で
剣
先
が
伸
び
て
き
た

こ
と
に
よ
っ
て
二
本
の
橋
と
な
り
、
そ

れ
よ
り
下
流
は
鴨
川
の
文
字
を
使
っ
て

い
ま
す
。
川
は
合
流
す
る
に
従
っ
て
成

長
し
、
名
を
変
え
て
行
く
の
で
す
。
昭

御土居（広小路）
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和
六
年
に
河
原
町
─
百
万
遍
の
新
道
に

市
電
が
敷
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
賀

茂
大
橋
が
架
設
さ
れ
、
さ
ら
に
銀
閣
寺

道
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

今
の
河
原
町
通
の
北
部
、
今
出
川
か

ら
広
小
路
あ
た
り
ま
で
は
御み

車く
る
ま

道み
ち

と
呼

ば
れ
、
鴨
川
と
の
間
に
北
か
ら
伏
見
宮

別
邸
、
梶
井
宮
本
邸
、
日
光
門
跡
里
坊

が
あ
り
ま
し
た
。
維
新
後
に
上

地
さ
れ
て
一
部
は
民
有
地
と
な

り
、
梶
井
町
の
名
が
つ
け
ら
れ
、

今
で
は
了
徳
寺
や
、
北
村
美
術

館
・
御
車
会
館
・
聖
ド
ミ
ニ
コ

修
道
院
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
出
川
通
か
ら
南
へ
二
筋
目
、

御
車
道
と
寺
町
の
間
の
細
い
道

を
白
梅
図
子
と
い
い
ま
す
。
今

で
は
そ
の
名
も
忘
れ
去
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
か
つ
て
市
電
が
走
っ

て
い
た
こ
ろ
に
は
「
白
梅
図
子
」

と
い
う
停
留
所
が
あ
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
お
ら
れ
る
方
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
こ
の
あ
た
り
を
今

で
は
新
夷
町
と
い
う
の
は
、
明

治
二
年
に
新
松
屋
町
と
夷
町
が

合
併
し
た
も
の
で
、
元
は
松
屋
町
通
丸

太
町
下
る
に
あ
っ
た
の
を
元
禄
十
六
年

（
一
七
〇
三
）
の
所
司
代
屋
敷
の
拡
張

の
た
め
に
替
地
と
し
て
移
動
し
、
安
永

年
間
（
一
七
七
二
〜
一
七
八
一
）
以
後
、

煮
売
茶
屋
と
唱
え
る
遊
女
屋
が
あ
っ
て

幕
末
に
は
大
い
に
繁
栄
し
ま
し
た
。『
安

永
刊
本
京
町
鑑
』
で
は
「
虱し
ら
み

図の
ず

子し

」
と

い
い
、
虱
を
移
さ
れ
た
か
ら
と
か
白
梅

と
い
う
美
し
い
遊
女
が
い
た
か
ら
だ

と
、
美
醜
相
反
す
る
説
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
明
治
五
年
に
は
十
六
戸
の
茶

屋
が
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
同
七
年
に

廃
止
さ
れ
、跡
形
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

（
以
下
次
号
）

（
出
雲
路
敬
直
）1：25.000地形図「京都東北部」

（昭和54年第2回改測）国土地理院発行
1：20.000地形図「京都北部」

（明治42年測図）陸地測量部発行
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ま
え
が
き

　

上
京
区
文
化
振
興
会
が
昭
和
五
十
一

年
五
月
に
創
刊
し
た
『
上
京
史
蹟
だ
よ

り
』
は
、『
上
京
乃
史
蹟
』
と
名
を
変

え
な
が
ら
年
四
回
（
後
に
回
数
は
減

る
）、
四
ペ
ー
ジ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と

し
て
上
京
区
内
の
各
町
内
に
回
覧
し
ま

し
た
。
小
さ
な
紙
面
に
盛
り
沢
山
な
上

京
区
内
の
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
の
背
景

を
、
当
時
の
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー

の
史
蹟
調
査
部
編
集
委
員
に
よ
っ
て
執

筆
さ
れ
た
の
で
す
。

　

そ
の
第
一
号
の
冒
頭
で
、
当
時
の
中

島
泰
之
助
会
長
が「
発
刊
に
あ
た
っ
て
」

の
一
文
で
今
に
通
じ
る
意
気
込
み
を
表

明
さ
れ
て
い
ま
す
。「
上
京
に
住
す
る

私
達
は
か
つ
て
歴
史
の
脚
光
を
浴
び
た

文
化
史
蹟
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
な
れ
ば
こ
そ
、
上
京
に
あ
る
栄
光
の

史
蹟
を
再
認
識
し
、
日
毎
に
変
る
都
市

の
変
貌
の
波
に
、
さ
ら
わ
れ
つ
つ
文
化

の
史
蹟
を
守
り
、
長
く
後
世
に
伝
承
し

た
い
も
の
で
あ
る
。『
上
京
史
蹟
だ
よ

り
』
は
こ
う
し
た
意
味
で
発
刊
さ
れ
る

の
で
あ
る
。」
と
。

　
『
上
京
乃
史
蹟
』は
平
成
三
年
ま
で

五
十
五
号
を
数
え
、そ
の
あ
と
は
本
誌

『
上
京
─
史
蹟
と
文
化
』が
発
展
的
に
受

け
継
ぎ
、上
京
区
全
世
帯
に
配
布
を
続

け
て
い
ま
す
。今
ふ
り
か
え
る
と
、執
筆

者
の
ほ
と
ん
ど
は
幽
界
に
赴
か
れ
、こ

こ
に
書
か
れ
な
け
れ
ば
永
久
に
伝
え
ら

れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

三
十
数
年
を
過
ぎ
た
今
、
学
術
書
に

も
引
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
高
度
な
内

容
を
改
め
て
翻
刻
す
る
の
も
、
上
京
の

歴
史
を
語
る
上
に
大
切
な
こ
と
で
は
な

い
か
と
考
え
、
文
化
人
で
も
あ
っ
た
故

中
島
泰
之
助
氏
が
書
き
残
さ
れ
た
「
上

上
京
の
昔
ば
な
し

一条戻橋
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京
の
昔
ば
な
し
」
を
再
録
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
第
一
号
か
ら
連
載
さ
れ
た

本
稿
は
、
昭
和
六
十
年
の
逝
去
に
よ
っ

て
三
十
五
話
で
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

長
い
年
月
の
間
に
現
状
も
変
わ
り
、

新
し
い
学
説
と
合
わ
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
の
で
一
部
に
手
を
加
え
、
現
状
の
写

真
を
撮
影
し
直
し
ま
し
た
。

第
一
話　

一
条
戻
橋

　

堀
川
は
平
安
京
造
営
の
た
め
運
河
と

し
て
、
北
の
山
々
か
ら
木
材
の
運
搬
に

利
用
さ
れ
た
。
そ
の
伝
統
は
近
世
ま
で

尾
を
ひ
き
、
堀
川
の
両
岸
に
は
材
木
商

が
多
か
っ
た
。
平
安
京
で
は
、
京
の
北

端
の
一
条
大
路
に
堀
川
を
跨
ぐ
橋
が
架

け
ら
れ
堀
川
一
条
橋
が
出
来
た
。
こ
の

橋
が
戻
橋
で
、
そ
の
名
の
由
来
は
千
年

程
昔
に
さ
か
の
ぼ
る
。
当
時
有
名
な
文も
ん

章じ
ょ
う

博は
か

士せ

、
三み

善よ
し

清き
よ

行つ
ら

が
病
重
く
、
そ
れ

を
伝
え
聞
い
た
子
息
の
浄
蔵
法
師
は
紀

州
熊
野
か
ら
急
ぎ
都
へ
帰
っ
て
来
た
。

丁
度
堀
川
一
条
橋
に
来
か
か
り
、
父
の

葬
列
に
遇
い
、
棺
を
と
ど
め
て
嘆
き
悲

し
ん
だ
。
浄
蔵
は
法
力
無
双
、
直
に
数

珠
を
押
し
揉
み
祈
願
す
る
と
、
不
思
議

や
一
度
死
ん
だ
父
は
生
き
戻
っ
た
。
浄

蔵
の
喜
び
限
り
な
く
父
を
抱
い
て
家
に

帰
っ
た
。
こ
れ
よ
り
橋
の
名
は
戻
橋
と

言
う
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

平
安
期
の
戻
橋
は
都
の
町
は
づ
れ
で
、

堀
川
に
流
れ
る
水
音
も
物
凄
く
淋
し
い

場
所
だ
っ
た
よ
う
だ
。
渡
辺
綱
と
鬼
女

と
の
物
語
は
「
源
平
盛
衰
記
」
剣
巻
に

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
明
治
初
年
に

河
竹
黙
阿
弥
が
書
き
下
し
た
常
盤
津
の

「
戻
橋
」
で
、
こ
れ
を
歌
舞
伎
芝
居
に

上
演
し
て
大
好
評
を
博
し
た
。

　

天
正
十
九
年
、
茶
聖
千
利
休
は
太
閤

秀
吉
の
勘
気
に
触
れ
、
二
月
二
十
八
日

葭
屋
町
の
利
休
屋
敷
で
自
刃
し
て
果
て

た
。
時
に
利
休
七
十
歳
、
稀
代
の
芸
術

家
は
一
条
戻
橋
で
首
を
曝
さ
れ
た
。
京

の
重
要
な
歴
史
的
史
蹟
も
、
毎
日
車
の

風
塵
の
中
に
あ
る
。

第
二
話　

観
世
屋
敷

　

お
能
の
家
元
観
世
家
の
屋
敷
は
明
治

の
初
年
ま
で
、
大
宮
通
今
出
川
北
入
る

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
が
、
屋
敷
跡
も
今
で

は
西
陣
中
央
小
学
校
に
変
貌
し
て
い

る
。
こ
こ
を
観
世
町
と
い
い
、
町
名
の

み
が
昔
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
る
。

　

観
世
家
は
昔
大
和
猿
楽
の
結ゆ
う

崎ざ
き

座ざ

の

太
夫
で
あ
っ
た
が
、
足
利
三
代
将
軍
義

満
の
応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
観
世
清

次（
観
阿
弥
）が
、奈
良
か
ら
京
都
に
来
、

今
熊
野
の
新い
ま

日ひ

吉え

社
で
、
義
満
の
御
前

で
能
を
舞
っ
た
。
義
満
は
は
じ
め
て
見

る
猿
楽
能
に
非
常
な
興
味
を
覚
え
て
感

嘆
し
、
そ
れ
以
後
絶
大
な
能
楽
の
愛
好

者
と
な
っ
た
。
今
ま
で
社
寺
に
頼
っ
て

い
た
猿
楽
が
今
を
時
め
く
将
軍
の
厚
い

保
護
の
下
に
、
育
て
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
し
か
も
観
阿
弥
の
豊
か
な
天

分
は
能
楽
を
大
き
く
発
展
に
導
い
た
。

子
の
世ぜ

阿あ

弥み

も
当
時
は
十
二
歳
の
美
少

年
で
藤
若
丸
と
い
っ
た
が
、
義
満
の
寵

愛
を
得
、天
稟
の
才
芸
は
父
に
劣
ら
ず
、

能
楽
の
地
位
を
更
に
向
上
せ
し
め
た
。

世
界
に
誇
る
偉
大
な
劇
芸
術
で
あ
る
能

楽
は
、
こ
の
父
子
に
よ
っ
て
大
成
し
た

の
で
あ
る
。
観
世
座
が
生
れ
大
和
猿
楽

の
他
の
宝ほ
う

生し
ょ
う

、
金こ
ん

春ぱ
る

、
金
剛
と
共
に
能

楽
四
座
が
以
来
六
百
年
に
わ
た
る
基
礎

を
固
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
因
み
に
喜観世稲荷社
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多
流
は
江
戸
の
初
期
に
生
ま
れ
、
今
で

は
能
楽
五
流
と
い
う
。

　

義
満
は
観
世
に
室
町
幕
府
「
花
の
御

所
」
の
西
方
に
屋
敷
を
与
え
て
住
わ
せ

た
。
こ
れ
が
観
世
家
歴
代
の
住
宅
で
、

観
世
屋
敷
と
い
い
明
治
初
年
ま
で
続
い

た
。
昔
か
ら
邸
内
に
大
き
な
井
戸
が
あ

り
、
今
も
屋
敷
跡
に
残
っ
て
い
る
。
深

い
井
戸
に
は
今
で
も
水
を
湛
え
、
水
面

は
絶
え
ず
動
い
て
小
さ
な
波
紋
を
え
が

い
て
い
る
。
こ
の
波
紋
を
図
案
化
し
た

の
が
観
世
水
で
、
観
世
流
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
と
な
り
、
そ
の
他
染
織
や
工
芸

の
文
様
に
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

井
戸
の
傍
に
稲
荷
の
社
が
あ
る
。
も

と
観
世
家
の
鎮
守
の
神
で
、
一
足
稲
荷

と
観
世
竜
王
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
流
儀

の
発
展
に
伴
い
、
社
殿
も
改
築
さ
れ
、

観
世
家
を
は
じ
め
職
分
の
人
々
の
崇
敬

を
あ
つ
め
て
い
る
。

第
三
話　

幻
の
塔

　

相
国
寺
の
東
門
、
上
立
売
通
附
近
を

塔
の
段
町
と
昔
か
ら
呼
ん
で
い
る
。
塔

の
段
と
は
塔
の
土
壇
を
意
味
す
る
。
塔

が
こ
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
跡
で
、
町
名

の
み
が
往
時
を
物
語
っ
て
い
る
。「
相

国
寺
塔
供
養
記
」
に
は
、
そ
の
塔
の
落

慶
供
養
の
行
わ
れ
た
当
時
の
有
様
が
詳

し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
足
利
三
代
将
軍

義
満
が
室
町
に
幕
府
を
造
営
し
、
天

下
に
将
軍
の
権
威
を
示
す
と
共
に
続

い
て
足
利
家
菩
提
の
た
め
隣
接
す
る

東
面
の
広
大
な
地
域
に
寺
を
建
立
し

た
。
禅
僧
義
堂
周
信
に
帰
依
し
て
い
た

義
満
は
春し
ゅ
ん

屋の
く

妙み
ょ
う

葩は

と
も
計
り
至
徳
元
年

（
一
三
八
四
）
に
は
仏
殿
を
落
成
し
、

続
い
て
其
の
他
の
伽
藍
も
着
々
と
建
立

し
た
。
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
八
月

末
義
満
は
盛
大
な
落
慶
供
養
の
式
を
挙

げ
て
い
る
。
山
号
を
萬
年
山
、
相し
ょ
う

国こ
く

承じ
ょ
う

天て
ん

禅ぜ
ん

寺じ

と
称
し
た
。
七
年
後
の
応
永
六

年
は
義
満
の
父
義
詮
の
三
十
三
回
忌
に

当
る
の
で
、
そ
の
追
善
供
養
を
行
う
た

め
、
境
内
に
七
重
の
大
塔
を
建
立
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
塔
の
高
さ
は
一
一
〇

メ
ー
ト
ル
、
洛
中
の
空
を
突
い
て
高
く

聳
え
立
っ
た
。
落
慶
の
供
養
は
同
年
の

九
月
十
五
日
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
、
青

蓮
院
の
門
主
尊
道
法
親
王
が
導
師
と
な

り
千
人
の
僧
侶
が
参
列
し
た
。
義
満
は

勿
論
こ
の
盛
儀
に
臨
席
し
た
が
、
朝
廷

で
も
公
卿
殿
上
人
を
列
席
せ
し
め
将
軍

の
意
を
迎
え
た
。
七
重
の
宝
塔
は
洛
中

を
睥へ
い

睨げ
い

し
恰
も
将
軍
の
勢
威
を
誇
示
す

る
様
で
あ
っ
た
。
相
国
寺
も
禅
宗
五
山

の
第
一
位
と
な
っ
た
が
、
七
重
の
大
塔

は
永
く
雄
姿
を
地
上
に
留
め
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
僅
か
四
年
後
の
応
永
十
年

六
月
洛
中
に
雷
鳴
と
ど
ろ
き
霹へ
き

靂れ
き

は
一

瞬
に
し
て
大
塔
の
宝
輪
に
落
ち
た
。
附

近
の
衆
徒
が
耳
を
覆
い
あ
れ
よ
あ
れ
よ

と
呼
ぶ
う
ち
猛
炎
は
忽
ち
塔
を
包
み
、

さ
し
も
の
大
塔
も
火
中
に
消
え
失
せ

た
。
地
上
の
存
在
僅
か
に
四
年
は
措
み

て
余
り
あ
る
が
、
相
国
寺
の
寺
歴
で
は

炎
上
、
戦
禍
、
類
焼
等
の
災
厄
が
相
つ

い
だ
た
め
消
滅
の
運
命
は
い
づ
れ
は
免

れ
得
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
相
国
寺

が
今
日
の
寺
観
を
復
し
た
と
は
い
え
幻

の
塔
は
遂
に
再
び
出
現
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

第
四
話　

鶯お
う

宿し
ゅ
く

梅ば
い

　

春
に
さ
き
が
け
て
咲
く
梅
の
花
は
平
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安
王
朝
の
頃
か
ら
最
高
の
花
と
さ
れ
た
。

春
く
れ
ば
宿
に
ま
づ
咲
く
梅
の
花

　

君
が
千
歳
の
か
ざ
し
と
ぞ
み
る

　

こ
れ
は
古こ

今き
ん

集
に
あ
る
紀き
の

貫つ
ら

之ゆ
き

の
歌

で
、
八
条
宮
の
古
稀
を
祝
っ
た
賀
歌
で

あ
る
。
貫
之
は
殊
に
梅
を
愛
し
庭
内
に

梅
を
植
え
早
春
と
も
な
れ
ば
馥ふ
く

郁い
く

と
し

て
薫
る
梅
花
に
歌
人
の
情
熱
を
燃
や
し

て
い
た
。

　

時
の
帝み
か
ど

村

上
天
皇
の

御
代
、
清
涼

殿
の
前
庭
に

あ
っ
た
梅
の

木
が
枯
れ

た
。
帝
は
か

ね
て
こ
の
梅

花
の
清
楚
な

花
を
愛め

で
芳

ば
し
い
香
り

を
喜
ば
れ
て

い
た
が
、
梅

の
枯
死
に
大

き
な
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ら

れ
、
側
近
の

人
達
は
帝
の

落
胆
を
見
る

に
し
の
び
ず

帝
を
慰
め
る
た
め
、
ふ
さ
わ
し
い
梅
の

名
木
を
探
し
求
め
た
。

　

折
よ
く
西
ノ
京
の
あ
た
り
で
見
事
な

梅
が
見
つ
か
り
早
速
帝
の
お
召
で
あ
る

と
い
っ
て
御
所
に
移
し
植
え
ら
れ
た
。

翌
朝
帝
が
清
涼
殿
の
前
庭
を
御
覧
に
な

る
と
一
本
の
見
事
な
梅
が
植
え
ら
れ
、

い
た
く
御
満
足
の
態
で
あ
っ
た
。
然
し

梅
の
枝
に
は
一
葉
の
短
冊
が
吊
さ
れ
水

茎
の
あ
と
も
や
さ
し
い
女
文
字
で

　

勅
な
れ
ば
い
と
も
か
し
こ
し
鶯
の

　
　

宿
は
と
と
は
ば
い
か
に
答
へ
む

と
あ
っ
た
。
歌
の
意
は
帝
の
仰お
お
せ

言ご
と

な
れ

ば
謹
ん
で
お
受
け
は
し
ま
す
が
、
こ
の

梅
の
木
を
宿
と
す
る
鶯
が
帰
り
来
て
、

自
分
の
宿
は
ど
ち
ら
に
行
っ
た
か
と
問

わ
れ
た
時
は
、
何
と
答
え
た
も
の
か
と

言
う
女
心
の
優
し
さ
を
歌
っ
た
も
の
で

あ
る
。

　

帝
は
こ
れ
を
よ
ま
れ
て
梅
の
持
主
の

優
し
い
心
根
に
深
く
感
動
さ
れ
歌
の
主

を
さ
が
さ
せ
た
。
そ
れ
が
紀
貫
之
の
娘

で
あ
る
こ
と
が
知
れ
、
そ
の
優
し
さ
と

機
智
の
名
歌
に
う
た
れ
梅
の
木
は
再
び

元
の
古
巣
に
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
れ
よ
り
こ
の
梅
は
鶯
宿
梅
と
名

づ
け
ら
れ
た
。
時
移
り
貫
之
の
西
ノ
京

の
屋
敷
は
足
利
三
代
将
軍
義
満
の
二
男

義
嗣
菩
提
の
寺
と
な
り
義
嗣
の
法
名
林

光
院
殿
に
因
ん
で
林
光
院
と
い
う
寺
と

な
っ
た
。
林
光
院
も
其
の
後
転
々
と
し

て
今
で
は
相
国
寺
の
塔
頭
寺
院
と
な
っ

て
い
る
。

　

有
名
な
鶯
宿
梅
の
名
木
も
今
で
は
何

代
目
か
が
、
毎
年
美
し
い
花
を
咲
か
せ

相
国
寺
の
藪
鶯
の
宿
と
な
っ
て
い
る
。

鶯宿梅（林光院）
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秋
の「
上
京
茶
会
」が
、平
成
二
十
四 

年

十
一
月
十
一
日
、
叡
昌
山
本
法
寺
を
会
場

に
、
裏
千
家
に
よ
る
懸
釜
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

朝
か
ら
肌
寒
い
雨
が
降
る
天
候
と

な
り
ま
し
た
が
、
本
阿
弥
光
悦
作
で
あ
る

国
指
定
の
名
勝
「
巴
の
庭
」
に
降
る
雨
に

も
ま
た
風
情
が
あ
り
、
お
茶
を
味
わ
い
な

が
ら
心
静
か
に
過
ご
す
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。 

ま
た
、来
場
さ
れ
た
方
は
、重

要
文
化
財
で
あ
る
長
谷
川
等
伯
の
「
仏
涅

槃
図
」
を
は
じ
め
、
多
く
の
貴
重
な
資
料

が
保
管
さ
れ
て
い

る
宝
物
殿
の
見
学

を
、
お
茶
席
と
と

も
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
秋
の「
上
京
茶
会
」が
、平
成
二
十
四 

年

十
一
月
十
一
日
、
叡
昌
山
本
法
寺
を
会
場

に
、
裏
千
家
に
よ
る
懸
釜
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

朝
か
ら
肌
寒
い
雨
が
降
る
天
候
と

な
り
ま
し
た
が
、
本
阿
弥
光
悦
作
で
あ
る

国
指
定
の
名
勝
「
巴
の
庭
」
に
降
る
雨
に

も
ま
た
風
情
が
あ
り
、
お
茶
を
味
わ
い
な

が
ら
心
静
か
に
過
ご
す
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。 

ま
た
、来
場
さ
れ
た
方
は
、重

要
文
化
財
で
あ
る
長
谷
川
等
伯
の
「
仏
涅

槃
図
」
を
は
じ
め
、
多
く
の
貴
重
な
資
料

が
保
管
さ
れ
て
い

る
宝
物
殿
の
見
学

を
、
お
茶
席
と
と

も
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

上
京
茶
会

平成 24 年 11 月 25 日、快晴の秋空の下 、

「上京区民ふれあい史蹟ウォーキング」が開

催されました。 

今回は、西陣児童公園をスタート、大宮通を北

上し、大徳寺から、船岡山、建勲神社、千本ゑん

ま堂、釘抜地蔵を巡り、翔鸞小学校をゴールと

する約４キロを歩きました。 

１８０名を超える参加者は、途中史蹟の説明

を受けながら、色づく紅葉の中、 心地よいウ

ォーキングを楽しむことができました。 

平成 24 年 11 月 25 日、快晴の秋空の下 、

「上京区民ふれあい史蹟ウォーキング」が開

催されました。 

今回は、西陣児童公園をスタート、大宮通を北

上し、大徳寺から、船岡山、建勲神社、千本ゑん

ま堂、釘抜地蔵を巡り、翔鸞小学校をゴールと

する約４キロを歩きました。 

１８０名を超える参加者は、途中史蹟の説明

を受けながら、色づく紅葉の中、 心地よいウ

ォーキングを楽しむことができました。 

上京区民
ふれあい
ウォーキング

史蹟
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上
京
薪
能

上
京
薪
能

　第
４８
回「
上
京
薪
能
」が
、
平
成
24
年
9
月
21
日
に
白
峯
神
宮
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　第
一
部
で
は
、
各
社
中
に
よ
る
舞
囃
子
、
仕
舞
、
箏
演
奏
が
披
露
さ

れ
、
火
入
れ
式
を
執
り
行
っ
た
後
、
第
二
部

で
は
花
柳
実
子
社
中
邦
舞
「
長
唄 

八
島
官

女
」、
宮
城
社
・
麻
ノ
会
箏
演
奏「
秋
の
初

風
」、観
世
流
舞
囃
子「
清
経
」、大
蔵
流
狂

言「
舟
船
」、
金
剛
流
能「
松
山
天
狗
」な
ど

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。 

　秋
の
夜
の
ひ
と
と
き
、
薪
の
炎
に
映
え
る

幽
玄
の
情
景
に
多
く
の
来
場
者
が
魅
了
さ

れ
ま
し
た
。

　第
４８
回「
上
京
薪
能
」が
、
平
成
24
年
9
月
21
日
に
白
峯
神
宮
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　第
一
部
で
は
、
各
社
中
に
よ
る
舞
囃
子
、
仕
舞
、
箏
演
奏
が
披
露
さ

れ
、
火
入
れ
式
を
執
り
行
っ
た
後
、
第
二
部

で
は
花
柳
実
子
社
中
邦
舞
「
長
唄 

八
島
官

女
」、
宮
城
社
・
麻
ノ
会
箏
演
奏「
秋
の
初

風
」、観
世
流
舞
囃
子「
清
経
」、大
蔵
流
狂

言「
舟
船
」、
金
剛
流
能「
松
山
天
狗
」な
ど

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。 

　秋
の
夜
の
ひ
と
と
き
、
薪
の
炎
に
映
え
る

幽
玄
の
情
景
に
多
く
の
来
場
者
が
魅
了
さ

れ
ま
し
た
。

区役所の仮庁舎への移転に伴い、昨年10月にボラ

ンティアの皆さんにより、新たなプランターへの植え

込み作業を行いました。植えられた花々はきれいに

手入れをされて、美しく庁舎入口を飾っています。 

来庁される方に憩いと安らぎを与える場となるよう

に、また、講習会等を通じ、まちの美化や環境問題な

どについても考える機会を広げていけれ

ばと、日々取り組んでいます。 

園芸に興味をお持ちで、継続して花の手

入れをしていただける方は、お気軽に区役

所地域力推進室まちづくり推進担当まで

お問い合わせください。

（電話441-5040） 

「みんなで花を咲かそう」活動「みんなで花を咲かそう」活動

「上京区民ふれあいまつり
２０１２」が、平成24年10月
28日に二条城北小学校で開
催されました。時折雨が強く
降るあいにくの天気でしたが、
各学区・団体による模擬店やあ
そびコーナー、啓発・ＰＲコーナー
は多くの区民でにぎわいました。
特設ステージでは、京都インターナショナルスクールによる
「歌とダンス」、同志社大学サークルＨｏｃus－Ｐｏｃｕｓによる「マ
ジック＆ジャグリング」などが披露され、会場を沸かせました。
かみぎゅうくんと京都サンガＦ．Ｃ．の選手も登場し、会場に集ま
った子どもからお年寄りまでたくさんの方々が互いにふれあう
楽しい１日となりました。

上京区民ふれあいまつり
２０１２
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「
上
京
・
史
蹟
と
文
化
」
は
上
京
区
役
所
地
域
力
推
進
室
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当
で
販
売
致
し
て
お
り
ま
す
。（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
４
１
─
５
０
４
０
）

表紙題字／吉川蕉仙先生　　表紙写真／京都御所　小谷一之

ま
た
、
上
京
区
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

あじわい
￥5,000

￥1,500

レストラン

毎週日曜日はお得な
ランチバイキングを
しております

11：30～14：00

おひとり

大切な方への御供えのお花、お誕生日、御祝のお花、
結婚式のブーケなど心に残る記念日を

お花で彩るお手伝いをさせていただきます。

フリーダイヤル 0120－46－8700

花工房　京都本店　　京都市烏丸通今出川下ル
TEL 075－414－8700　FAX 075－414－7787

http://www.hanakobo.co.jp

●グローバル地域文化学部（2013年4月開設）

同志社大学 企画部 広報室 広報課

学校法人 北野幼稚園
京都市上京区御前通一条下る　　（北野天満宮バス停下車南１0０m）

創
立
以
来
七
十
八
年
に

わ
た
っ
て
、

和
や
か
な
家
庭
的
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
つ
つ

就
学
前
教
育
の

本
流
を
め
ざ
し
て
、

保
育
を
続
け
て

参
り
ま
し
た
。

幼
児
た
ち
は

楽
し
い
遊
び
を
通
し
て
、

人
生
に
必
要
な
生
き
る

力
の
す
べ
て
を
手
に
し
ま
す
。

℡.463-0111㈹
http://homepage3.nifty.com/kyotokitano_k/

JUNSEI

左京区南禅寺門前　電話 075─761─2311
http://www.to-fu.co.jp

名物ゆどうふ

南 禅 寺
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